
▼菅尾自治振興区を盛り上げる新たなチャレンジ！（やりたいこと）

人

▼菅尾自治振興区の課題解決のために必要な取り組み（令和２年３月現在）

▼５年前の計画からこれまでを振り返って ▼これからも続けていきたいこと

【５年前の計画からできなかったこと①】

【なぜできなかった？】

【どうやったらできる？】

【５年前の計画からできなかったこと②】

【なぜできなかった？】

（写真） （写真）

【どうやったらできる？】

菅尾
す げ お

自治振興区

菅尾、塩原、塩出迫、大久保、米迫、今、八木　地区

671 人 289 世帯 ※H31.3末時点

今村神楽

蘇陽峡の自然景観保全

各集落のどんどや

菅尾集落の収穫祭

今村神楽の継承

若手の仕事で練習が出来なかった
若い人の集まる時間がとれない
舞い手不足

子どもの頃から触れさせる。
学校行事の一つとして取り組む。
世代間交流の一環とする。

白鷹さん家
の大桜

今村の桜

18.3

▼菅尾自治振興区の「たからもの」

酪農、農林業で
頑張っている
方、若手後継者
がいる

元菅尾集落
の収穫祭り

蘇陽峡

滝下
滝下へ下りる道

▼キャッチフレーズ

（728 274 ㎢世帯 ※H25.10時点） 面積

菅尾校区の大運動会（夜の運動会）

学校が閉校になった
地域の人口が減った（高齢化）
感謝祭があるから

感謝祭と併せて実行しているため、大運動
会単体では行わない

（写真）

誰が

いつ
フットパス

　消防団と自主防災組織

誰が 　各地区ごとに

いつ 　令和2年から

何を 　各地区で花を植える場所を決め継続した活動に繋げる。花植えを通して世代間交流を図る。

誰が 　令和2年

いつ 　自治振興区

何を 　各部落のイベントの内容の充実　呼びかけの徹底　交通手段の確保

誰が

いつ

　自治振興区　全住民

　令和2年から　毎年継続

　河川敷、水路の清掃（4月8月の清掃活動の拡大）
　マップ作成（塩原の取り組みを資料にして配付）

何を

　令和2年度中

何を 　空き家バンクシステムを自治振興区で情報を共有して、登録に結びつきやすくする。

いつ 　令和２年度　防災の日か119の日

何を 　防災マップを確認し実際に歩いてみる（気づき⇒マップに書く）

誰が 　自治振興区（役員）

立ち上がれ 情熱の赤 菅尾レンジャー

菅尾であいを （出逢いと愛を）！

（令和２年３月現在）１．ほたるを菅尾全体へ

２．菅尾を花でいっぱいに運動

３．各部落イベントの充実
世代間交流の

減少！

４．防災マップの更新
災害時の対応

が不安！

５．空き家バンクへの登録
空き家の増加！


